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 cbxaxxxf  34)(  baxxxf  23 34)(  )2(6612)( 2 axxaxxxf   

0)( xf が 4個の相違なる実数解を持ち、 0)(  xf が 3個の相違なる実数解 rqp ,, を持つ。 

 

)(xf  の増減を考える。 210  rqp より、 

)(xf  は 0x で極大、
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 cxxxxf  34 2)( の増減は右の通り。 
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3a のとき 

 0)(  xf とすると 094)( 23  bxxxf  bxx  23 94  
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x で極小となる。 

 グラフは右図の通り。 4)2(,5)1(  gg であるから、 

210  rqp であるためには、 45  b 、 

すなわち 54  b となる必要があるが、これを満たす整数b は存在しない。 
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